
多文化共生推進事例集について 

 

※各地方公共団体、国際交流協会等における多文化共生推進事例について、各地方

公共団体に照会の上、取りまとめたもの。 

※本事例集は、財団法人自治体国際化協会のホームページにおいて公表。

http://www.clair.or.jp/j/culture/index.html 
 

＜事例集のイメージ＞ 

団体名
（都道府県）

団体名
（市区町村）

事業主体 事業名 事業内容
ホーム

ページ
大分類 中分類 小分類 成果物

北海道 北方圏センター
多言語対応救急救命表示板設
置事業

日本語による対応が不自由な外国籍者に対し、救急時に事故の状況や傷害の程度な
どを確認できるデザイン（絵）による「指指し確認板」を作成し、道内の救急車に装備す
る

生活支援 医療・保健・福祉
医療問診票等の多様な言
語による表記

△

北海道 札幌市 札幌市 地域との合同による防災訓練
寮に住む留学生と周辺住民が合同で防災訓練を実施し、防災知識を身につけるだけ
ではなく、留学生と地域住民のふれあいの場を提供

生活支援 防災 災害時への対応

北海道 札幌市 札幌市 札幌市外国籍市民意識調査
外国籍市民の意見や生活上の課題等を把握し、今後の施策立案や情報提供等に役
立てるため、市内在住の外国籍市民に対し意識調査を実施

多文化共生の地域づく
り

外国人住民の自立と
社会参画

外国人住民の地域社会へ
の参画

北海道 札幌市 札幌国際プラザ
携帯電話向け多言語ホーム
ページによる情報提供

携帯電話向け多言語ホームページ（日本語・英語・中国語・ハングル）を開設し、緊急・
医療、ビザ、銀行、相談窓口などを掲載

○ コミュニケーション支援
地域における情報の
多言語化

多様な言語、多様なメディ
アによる行政・生活情報の
提供

北海道 札幌市 札幌国際プラザ 外国籍市民懇話会
外国籍市民の生活実態や生活上の課題等を把握するため、外国籍市民と親しく意見
を交わす機会として懇話会を開催

多文化共生の地域づく
り

外国人住民の自立と
社会参画

外国人住民の意見を地域
の施策に反映させる仕組み
の導入

北海道 札幌市 札幌国際プラザ
学生国際合宿セミナー2008-
2009

日本の学生と中国・韓国から来日している留学生等がともに「札幌を真の国際都市に
せよ」をテーマに観光を中心とした内容について学び、合宿形式で意見交換やディス
カッション等を行う

多文化共生の地域づく
り

地域社会への啓発
多文化共生をテーマとした
交流イベントの開催

北海道 札幌市 札幌国際プラザ

外国籍市民地域支援事業（外
国語ボランティアネットワーク登
録者との協働による外国籍市
民の生活支援）

外国籍市民および中国帰国者を対象に、札幌市総合防災訓練への参加を内容とする
防災ツアーの開催、留学生を対象とする札幌市民防災センター見学会の開催

生活支援 防災 災害時への対応

北海道 札幌市 札幌国際プラザ

外国籍市民地域支援事業（外
国語ボランティアネットワーク登
録者との協働による外国籍市
民の生活支援）

札幌市内の小・中学校に在籍する外国籍児童に対し、学校長期休暇中の学習支援を
実施する。外国籍児童の転入時および進路指導相談時において通訳ボランティアを派
遣

生活支援 教育
日本語の学習支援（児童生
徒）

北海道 札幌市 札幌国際プラザ

外国籍市民地域支援事業（外
国語ボランティアネットワーク登
録者との協働による外国籍市
民の生活支援）

外国籍市民が行う行政手続きに関し、区役所や保健所等の公共施設より依頼があっ
た場合ボランティアを派遣。公共サービスの体験ツアーを行い、外国籍市民が安心し
て施設を利用することのできる環境づくりを行う

コミュニケーション支援
地域における情報の
多言語化

多様な言語、多様なメディ
アによる行政・生活情報の
提供

北海道 札幌市 札幌国際プラザ

外国籍市民地域支援事業（外
国語ボランティアネットワーク登
録者との協働による外国籍市
民の生活支援）

地域住民と外国籍市民が共に参加する研修会や、外国籍市民が自国の文化・習慣等
を紹介するセミナー・交流会を実施

多文化共生の地域づく
り

地域社会への啓発
多文化共生をテーマとした
交流イベントの開催

地方公共団体等における多文化共生推進事例

※凡例

「ホームページ」欄：事業内容が当該団体のホームページに掲載されている場合は「○」

「分類」欄：「多文化共生の推進に関する研究会報告書」（平成18年３月、総務省）の項立てに基づく

「成果物」欄：事業に係る成果物について、当該団体のホームページに掲載されている場合は「◎」、

ＣＤ－ＲＯＭ等の電子媒体で提供されている又は提供可能な場合は「○」、紙媒体で

提供されている場合は「△」
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